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１．研究の背景

産業革命以来、人類は石油などの化石燃料の燃焼によって動力を生み出し、便利な文明社会を築いてきた。しかしその結
果、化石燃料の枯渇と、燃焼によって生み出される二酸化炭素による温室効果が切迫した問題となっている。

２．研究の目標

化石燃料を燃やして動力を生むという、長年のエネルギー消費・生産パターンとは対照的な、動力から直接燃料を生み出す
方法の開発を目指す。力のエネルギーを化学的に固定する新しい化学反応「エネルギー固定型メカノ反応」の開発が本研究の
成功の鍵であり、第一目標である。

３．研究の特色

風力や水力発電では、動力を電気エネルギーに変換しているが、これらは大掛かりな発電機や制御機構が必要になる。しか
し、この方法では、はるかに簡便で安価な装置で十分である。力学的エネルギーを化学反応の駆動力として使う研究は古くから
あるが、これをエネルギーの固定に使うというのが新しい点である。

４．将来的に期待される効果や応用分野

装置の微細化が容易であるため、発電機では回収不可能であった小さな動力、例えばそよ風や人間の歩く力などをエネル
ギー化できる可能性がある。将来的にもし、汎用燃料を合成できれば、固定したエネルギーを燃料電池で電力や熱として取り
出すことができる。
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■研究の目的
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■触媒反応の応用

■力学エネルギーを化学エネルギーに変換できるような
触媒開発を目指す。
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